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障
害
者
差
別
解
消
条
例
の

　
　
　
　
制
定
に
向
け
て

長
年
の
懸
案
だ
っ
た
、
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
、
現
在
、
大
き
な
動
き
が
起
き
て
い
ま

す
。
去
る
、
２
月
４
日
の
、
知
事
と
障
害
６

団
体
長
と
の
懇
談
に
お
い
て
、
そ
の
席
上
、

特
に
本
協
会
、
小
林
和
夫
理
事
長
と
の
意
見

の
交
換
を
重
ね
る
中
か
ら
、
知
事
は
初
め
て

条
例
化
す
る
方
向
で
の
検
討
を
約
束
し
、
そ

の
後
、
２
月
の
県
議
会
に
お
い
て
、
上
記

懇
談
で
の
意
見
交
換
に
も
触
れ
た
上
で
、

２
０
１
９
年
度
中
に
、
障
害
者
差
別
を
解
消

す
る
条
例
の
制
定
を
目
指
す
考
え
を
示
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
度
に
入
り
「
長
野
県
障
が
い
者
共
生

社
会
づ
く
り
条
例
（
仮
称
）
」
制
定
に
向
け

た
、
長
野
県
社
会
福
祉
審
議
会
障
が
い
者
権

利
擁
護
専
門
分
科
会
の
委
員
と
し
て
、
小
林

理
事
長
は
委
嘱
を
受
け
、
去
る
６
月
13
日
、

第
１
回
の
会
議
に
お
い
て
、
「
障
害
者
権
利

条
約
の
締
結
以
来
、
法
の
整
備
が
行
わ
れ
て

き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
雇
用
問
題
等
で
明

ら
か
な
よ
う
に
、
障
害
者
の
人
権
軽
視
が
、

行
政
等
に
お
い
て
も
、
改
ま
ら
な
い
。
こ
れ

を
改
善
し
て
い
く
た
め
の
根
拠
に
な
る
の

が
、
こ
の
条
例
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

発
言
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
の
知
恵
や
工
夫
を

結
集
し
て
、
実
効
性
の
あ
る
条
例
の
制
定
を

目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

理
事
長
就
任
の
ご
挨
拶

理
事
長　

  
小
林
　
和
夫

６
月
７
日
の
評
議
員

会
に
於
け
る
役
員
改
選

の
承
認
に
伴
い
、
評
議

員
会
後
の
同
日
開
催
の
理
事
会
で
理
事
長
に

再
選
さ
れ
た
小
林
で
す
。
社
会
福
祉
法
人
の

制
度
改
革
の
基
、
平
成
29
年
度
に
新
た
な
組

織
と
し
て
ス
タ
ー
ト
、
事
業
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。
制
度
改
革
の
趣
旨
に
照
ら
し
た
事

業
の
検
証
と
反
省
を
踏
ま
え
た
適
切
な
事
業

運
営
を
新
役
員
と
共
に
努
力
す
る
覚
悟
で
あ

り
ま
す
。
会
員
皆
様
の
ご
協
力
を
切
に
お
願

い
致
し
ま
す
。
協
会
は
平
成
23
年
度
の
頃
か

ら
、
障
害
者
差
別
禁
止
の
県
条
例
の
必
要
性

を
述
べ
て
、
策
定
の
要
望
を
繰
り
返
し
訴
え

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
間
県
は
条
例

策
定
に
つ
い
て
は
消
極
的
な
回
答
を
繰
り
返

し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
内
閣
府
の
差
別
解
消

法
の
認
知
度
の
調
査
に
よ
る
と
、
法
が
殆
ど

国
民
に
浸
透
し
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た

上
に
、
国
の
多
く
の
省
庁
と
、
多
く
の
地
方

自
治
体
に
よ
る
障
害
者
雇
用
率
の
水
増
し
事

例
が
判
明
し
社
会
問
題
に
成
り
ま
し
た
。
法

の
認
知
度
の
低
さ
、
為
政
者
に
よ
る
法
の
理

念
を
形
骸
化
さ
せ
る
今
日
の
社
会
の
状
況
は

何
と
し
て
も
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
先
般
の
知
事
懇
談
で
強
く
訴
え
、
法
の

理
念
の
啓
発
と
共
生
社
会
つ
く
り
の
根
拠
と

な
る
た
め
の
「
障
害
者
共
生
社
会
つ
く
り
」

の
県
条
例
策
定
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。
知

事
は
令
和
元
年
度
の
策
定
を
約
束
し
て
く
れ

た
こ
と
を
報
告
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
も
皆
様

の
ご
協
力
と
組
織
の
力
の
御
蔭
で
す
。

-------------------------------------------------------
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介
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◎
　
活
動
方
針

１
　
障
害
者
雇
用
の
不
正
算
入
や
旧
優
生
保
護
法

の
も
と
で
の
強
制
的
な
不
妊
手
術
の
問
題
が
、

社
会
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
今
こ
そ
、

私
た
ち
は
、
障
害
者
福
祉
の
原
点
に
立
ち
返
っ

て
、
考
え
、
行
動
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
障

害
者
基
本
法
、
障
害
者
差
別
解
消
法
等
の
諸
法

律
の
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
障
害
者
権
利
条

約
、
前
文
に
、
わ
が
国
の
障
害
者
福
祉
の
運
動

の
起
点
に
す
べ
き
認
識
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
障
害
者
が
地
域
社
会
に
お
け
る
全
般
的
な

福
祉
及
び
多
様
性
に
対
し
て
貴
重
な
貢
献
を
し

て
お
り
、
障
害
者
が
人
権
や
自
由
を
完
全
に
享

受
し
、
完
全
な
る
参
加
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
人
的
、
社
会
的
、
経
済
的
な
開
発
に
お

い
て
の
、
大
き
な
進
歩
が
社
会
に
も
た
ら
さ
れ

る
、
と
い
う
認
識
で
す
。
こ
の
重
要
な
認
識
を
、

日
本
全
体
で
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、

障
害
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
大
転
換
、「
医
学
モ

デ
ル
」
か
ら
「
社
会
モ
デ
ル
」
へ
の
パ
ラ
ダ
イ

ム
シ
フ
ト
が
初
め
て
可
能
と
な
り
、
施
行
後
三

年
を
経
過
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
民
へ
の

浸
透
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
、
障
害
者
差
別
解

消
法
の
周
知
・
啓
発
も
進
捗
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
　
な
お
、
国
は
今
、
来
年
に
開
催
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
を
、

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
社
会
の
在
り
方

を
大
き
く
変
え
る
絶
好
の
機
会
と
し
て
、「
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
２
０
２
０
行
動
計
画
」
を

掲
げ
て
い
ま
す
が
、
同
行
動
計
画
の
二
つ
の
柱

の
一
つ
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
こ
そ
が
、
こ

の
障
害
の
「
社
会
モ
デ
ル
」
の
理
解
と
行
動
を

内
容
と
し
て
い
る
点
に
も
、
私
た
ち
は
注
目
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２
　
長
野
県
に
対
し
て
、
私
た
ち
は
、
こ
の
「
障

害
の
社
会
モ
デ
ル
」
の
理
解
啓
発
を
強
く
推
進

す
る
よ
う
要
望
す
る
と
と
も
に
、
差
別
禁
止
条

例
の
制
定
を
さ
ら
に
強
く
求
め
て
い
き
ま
す
。

県
の
総
合
５
か
年
計
画
「
し
あ
わ
せ
信
州
創
造

プ
ラ
ン
２・０
～
学
び
と
自
治
の
力
で
拓
く
新
時

代
～
」
の
「
総
合
的
に
展
開
す
る
重
点
政
策
」

に
「
誰
に
で
も
居
場
所
と
出
番
が
あ
る
県
づ
く

り
」
と
あ
り
、そ
の
「
施
策
展
開
」
と
し
て
「
障

が
い
者
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
」
が
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
具
体
的
な
施
策
の
提
案

に
よ
り
、
こ
れ
に
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
相
談
員
制
度
に
つ
い
て
の
提
案
、
あ

る
い
は
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
係
る
提
案
、
ヘ
ル

プ
マ
ー
ク
等
の
普
及
・
啓
発
に
つ
い
て
の
提
案

等
が
そ
れ
で
あ
り
ま
す
。

３
　
郡
市
協
会
で
は
会
員
減
少
と
高
齢
化
が
さ
ら

に
一
段
と
進
み
、
厳
し
い
財
政
状
況
と
相
ま
っ

て
組
織
運
営
上
の
諸
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
2
月
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
事
業
向
上

に
つ
い
て
の
調
査
結
果
報
告
」
は
、
こ
う
し
た

諸
課
題
に
対
し
、
正
面
か
ら
課
題
解
決
を
図
ろ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
最
大
限
、
そ
の
活
用

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
県
協
会
は
、
郡
市
協

会
が
抱
え
る
諸
課
題
の
解
決
を
最
大
限
サ
ポ
ー

ト
す
る
と
同
時
に
障
害
者
福
祉
の
後
退
が
な
い

よ
う
、
第
70
回
を
迎
え
る
県
福
祉
大
会
を
初
め

と
し
て
、
研
修
会
、
機
関
紙
等
を
通
じ
、
会
員

の
結
束
と
組
織
の
強
化
、
そ
の
た
め
の
独
自
財

源
の
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
本
年

度
は
、
県
協
会
の
事
務
事
業
を
見
直
す
、
特
別

委
員
会
を
設
置
し
て
諸
問
題
に
つ
い
て
の
検
討

を
し
ま
す
。

４
　
障
害
者
の
社
会
参
加
の
推
進
の
た
め
に
は
、

県
民
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
各
種
の
取
組
の
中
で
県
民
と
の
交
流

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
県
に
要
望
し
て
い
く
差

別
禁
止
条
例
に
つ
い
て
も
、
県
民
の
理
解
を
充

分
に
図
っ
た
う
え
で
の
条
例
制
定
と
な
る
よ
う

に
、
諸
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
ま
た
、
日
本
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
を
は

じ
め
他
の
障
害
者
団
体
と
も
連
携
を
し
、
国
県

等
の
関
係
機
関
に
障
害
者
福
祉
施
策
の
充
実
を

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

◎
　
事
業
計
画

１　
相
談
員
等
の
研
修

　
　
相
談
員
の
資
質
向
上
に
向
け
て
、
障
害
者
施

策
・
相
談
支
援
等
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

２　
身
体
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
啓
発
活
動

　
　
身
体
障
害
者
に
対
す
る
県
民
の
理
解
を
得
る

と
と
も
に
、
会
員
自
身
の
自
立
意
識
を
高
め
る

た
め
の
啓
発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

（
１
）「
第
70
回
長
野
県
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
」

の
開
催

　
　
２
０
１
９
年
８
月
29
日
（
木
）
大
町
市
文

化
会
館
　
大
ホ
ー
ル
に
て
、
会
員
は
じ
め
関

係
福
祉
団
体
・
行
政
機
関
の
関
係
者
と
と
も

に
大
会
を
開
催
し
、
障
害
者
の
社
会
参
加
の

促
進
と
会
員
間
の
連
携
・
組
織
強
化
を
図
り

ま
す
。

（
２
）
機
関
紙
の
発
行

　
　
本
会
の
機
関
紙
「
こ
こ
ろ
の
友
」
を
年
2

回
発
行
し
、
協
会
活
動
、
制
度
の
改
正
な
ど

各
種
の
最
新
情
報
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、

会
員
の
投
稿・作
品
（
文
芸
欄
）
等
を
掲
載
し
、

紙
面
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

（
３
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

　
　
本
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
障
害

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
障
害
者
福
祉
に
関
心

が
も
て
る
よ
う
、
分
り
や
す
く
適
時
適
切
な

情
報
提
供
を
図
り
ま
す
。

（
４
）
特
別
委
員
会
の
設
置

　
　
委
員
10
名
以
内
を
も
っ
て
構
成
す
る
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を

行
い
、
組
織
の
強
化
と
活
性
化
に
向
け
て
検

討
し
ま
す
。

３　
社
会
参
加
促
進
事
業
等
の
推
進

　
　
県
内
障
害
者
福
祉
団
体
の
中
心
的
団
体
と
し

て
、「
長
野
県
障
が
い
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン

タ
ー
」
の
運
営
に
当
た
り
ま
す
。

（
１
）
障
害
者
の
社
会
参
加
推
進
事
業
の
実
施

　
　
長
野
県
か
ら
委
託
を
受
け｢

長
野
県
障
が

い
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー｣

の
運
営
を

行
い
、
障
害
者
福
祉
団
体
と
連
携
し
、
障
害

者
の
社
会
参
加
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、「
長
野
県
障
が
い
者
社
会
参
加
推
進

セ
ン
タ
ー
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
、

社
会
参
加
促
進
の
た
め
の
情
報
提
供
を
行
う

と
と
も
に
、全
国
障
害
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
主
催
す
る
書
道
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の

参
加
の
周
知
を
図
り
参
加
の
促
進
を
し
ま
す
。

（
２
）
障
が
い
者
社
会
参
加
推
進
協
議
会
の
開
催

　
　「
長
野
県
障
が
い
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン

タ
ー
」
の
業
務
を
推
進
す
る
た
め
、
障
害
6

団
体
の
代
表
に
よ
る
協
議
会
を
開
催
し
、
各

団
体
の
要
望
を
知
事
と
の
懇
談
で
伝
え
ま
す
。

（
３
）
障
害
者
福
祉
団
体
地
域
連
絡
会
議
の
開
催

　
　
障
害
者
の
多
様
な
要
望
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
地
域
の
関
係
団
体
の
連
携
を
図
り
障

害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
推
進
す
る
た
め
、

県
内
４
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
し
ま
す
。

４　
協
会
事
業
の
推
進

（
１
）
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
文
化
芸
術
祭
へ
の
参
加

  

ア
　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
参
加

　
　
県
及
び
公
益
財
団
法
人
長
野
県
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
協
会
等
が
主
催
す
る
各
種
ス
ポ
ー

ツ
大
会
に
係
る
情
報
の
周
知
を
図
り
、
参
加

を
促
進
し
ま
す
。

  

イ
　「
夢
・
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
」
へ
の
参
加

　
　
県
及
び
障
害
者
福
祉
関
係
団
体
で
構
成
す

る
実
行
委
員
会
に
よ
り
開
催
さ
れ
る
「
夢
・

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
（
長
野
県
障
が
い
者
文
化

芸
術
祭
）」
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ

社
会
福
祉
法
人
長
野
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
　
　
　

令
和
元
年
度
　
事
　
業
　
計
　
画



こ　こ　ろ　の　友こ　こ　ろ　の　友　（3）　令和元年７月20日 第109号　

令和元年度　行事予定
長野県身体障害者福祉協会

期　　　日 事　　業　　名 主催者等 場　　　所月 日

４

19（金） ・第 1 回正副理事長会議 県身障協会 県社会福祉総合センター

21（日） ・第 15 回長野車いすマラソン大会 県障害者スポーツ協会 長野市

26（金） ・平成 30 年度会計監査 県身障協会 県社会福祉総合センター

５

14（火） ・女性部正副部長会議 県身障協会 県社会福祉総合センター

17（金） ・第 1 回理事会 県身障協会 県社会福祉総合センター

22（水）23（木） ・第 64 回日本身体障害者福祉大会 日身連 秋田県秋田市

24（金） ・こころの友編集委員会 県身障協会 県社会福祉総合センター

６

７（金） ・第１回評議員会　 県身障協会 県社会福祉総合センター

７（金） ・第 2 回理事会 県身障協会 県社会福祉総合センター

13（木） ・日身連関ブロ団体長会議 関ブロ協議会 千葉市

19（水） ・第 2 回正副理事長会議　 県身障協会 県社会福祉総合センター

30（日） ・第 72 回県視覚障害者福祉大会 県視障協会 長野市

７

４（木） ･ 女性部、青年部合同会議 県身障協会 松本市松南地区公民館

５（金） ・第 1 回特別委員会 県身障協会 県社会福祉総合センター

５（金） ・障害者 110 番事業研修会 日身連 東京都

12（金） ・郡市協会長会議 県身障協会 松本市松南地区公民館

17（水） ・第 1 回障害者社会参加推進協議会 県推進センター 県社会福祉総合センター

17（水） ・第 3 回正副理事長会議 県身障協会 県社会福祉総合センター

20（土） ・機関紙「こころの友」発刊 県身障協会 長野市

26（金） ・身障相談員研修会 県身障協会 松本市松南地区公民館

８
８（木） ・第２回特別委員会 県身障協会 県社会福祉総合センター

29（木） ・第 70 回長野県身体障害者福祉大会 県身障協会 大町市文化会館

９

３（火） ・関東甲信越静ブロック相談員研修会 関ブロ協議会 千葉市

５（木） ・第３回特別委員会 県身障協会 松本合同庁舎

８（日） ・第 19 回県障害者スポーツ大会 長野県ほか 松本平広域公園他

14（土）15（日） ・県障害者文化芸術祭 県障害者福祉センター 上田市丸子文化会館

下旬 ・第 4 回正副理事長会議 県身障協会 県社会福祉総合センター

下旬 ・第 2 回障害者社会参加推進協議会 県推進センター 県社会福祉総合センター

10

４（金） ・第４回特別委員会 県身障協会 県社会福祉総合センター

初旬 ・こころの友編集委員会 県身障協会 県社会福祉総合センター

初旬 ・日身連関ブロ代表者会議 関ブロ協議会 未定

12（土）～14（月） ・第 19 回全国障害者スポーツ大会 県障害者スポーツ協会 茨城県

中旬 ・健康福祉部長との懇談会 県身障協会 長野県庁

11

１（金） ・第５回特別委員会 県身障協会 県社会福祉総合センター

初旬 ・平成 31 年度中間監査 県身障協会 県社会福祉総合センター

初旬～中旬 ・障害者福祉団体地域連絡会議 県推進センター 県下 4 ブロック

10（日） ・第 25 回長野県聴覚障害者大会 県聴障協会 長野市

中旬～下旬 ・第 3 回障害者社会参加推進協議会 県身障協会 県社会福祉総合センター

中旬 ・第 5 回正副理事長会議 県身障協会 県社会福祉総合センター

12
13（金） ・第６回特別委員会 県身障協会 県社会福祉総合センター

中旬 ・知事との懇談会 県推進センター 長野県庁

１ 15（水） ・機関紙「こころの友」発刊 県身障協会 長野市

２
中旬 ・第 6 回正副理事長会議 県身障協会 県社会福祉総合センター

中旬 ・第 4 回障害者社会参加推進協議会 県推進センター 県社会福祉総合センター

３
中旬 ・第３回理事会 県身障協会 県社会福祉総合センター

中旬 ・第 2 回評議員会 県身障協会 県社会福祉総合センター

り
、
障
害
者
の
社
会
参
加
を
促
進
し
ま
す
。

（
２
）
上
田
点
字
図
書
館
の
運
営

　
　
視
覚
障
害
者
の
福
祉
向
上
を
図
る
た
め
、

上
田
点
字
図
書
館
の
運
営
と
利
用
者
へ
の

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

（
３
）
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
へ
の
助
成

　
　
各
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
の
会
議
・
活
動
に
対
し
、

郡
市
協
会
の
結
束
と
組
織
の
強
化
を
図
る
た

め
助
成
し
ま
す
。

（
４
）
健
康
教
室
へ
の
助
成

　
　
会
員
の
健
康
の
維
持
・
増
進
を
図
る
た
め
、

女
性
部
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
す
る
健
康
教

室
の
開
催
経
費
を
助
成
し
、
会
員
相
互
の
連

携
に
努
め
ま
す
。

（
５
）
関
係
団
体
に
対
す
る
助
成

　
　
本
会
を
構
成
す
る
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協

会
及
び
県
聴
覚
障
害
者
協
会
と
連
携
を
密
に

し
、
両
協
会
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

（
６
）
収
益
事
業
の
促
進

　
　
県
及
び
郡
市
協
会
活
動
の
資
金
と
す
る
た

め
、
会
員
を
は
じ
め
地
域
の
皆
様
の
協
力
を

得
て
、
日
身
連
収
益
事
業
所
の
斡
旋
す
る
お

茶
、
日
用
生
活
物
品
の
カ
タ
ロ
グ
販
売
等
の

収
益
事
業
を
一
層
促
進
し
ま
す
。
ま
た「
オ
ー

ト
バ
ッ
ク
ス
の
還
元
金
制
度
」
の
定
着
、
利

用
の
拡
大
を
図
り
、
新
た
な
収
益
事
業
と
し

て
育
て
て
い
き
ま
す
。

５　
大
会
・
研
修
会
等
へ
の
参
加

　
　
障
害
者
施
策
の
充
実
を
図
る
法
律
の
成
立
に

向
け
、日
身
連・中
央
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー・

日
本
障
害
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｊ
Ｄ
Ｆ
）
等
が
主

催
の
大
会
・
研
修
会
等
へ
参
加
し
、
今
日
的
課

題
と
全
国
的
運
動
の
状
況
を
把
握
し
、
協
会
活

動
に
生
か
し
、
会
員
に
情
報
提
供
し
ま
す
。

６　
行
政
へ
の
要
望
活
動
の
強
化

　
　
会
員
の
声
を
集
約
し
、
障
害
者
差
別
禁
止
条

例
の
制
定
等
、
障
害
者
施
策
の
充
実
に
つ
い
て
、

長
野
県
へ
要
望
し
て
い
き
ま
す
。



こ　こ　ろ　の　友　第109号 令和元年７月20日　（4）　こ　こ　ろ　の　友

平成30年度　資金収支決算書
（自）平成30年4月1日　(至）平成31年3月31日

勘　　定　　科　　目 決　　算　　額

経
　
常
　
活
　
動
　
に
　
よ
　
る
　
収
　
支

収

入

事業収入 22,760,583

収益事業収入 2,025,373

分担金収入 3,032,300

経常経費寄付金収入 1,247,400

その他の収益 40,000

雑収入 40,000

受取利息配当金収入 42,289

事業活動収入計（1） 29,147,945

支
　　
　　

出

人件費支出 7,440,391

事業費支出 18,963,240

事務費支出 4,200,553

事業活動支出計（2） 30,604,184

事業活動資金収支差額（3）=（1）－（2） △ 1,456,239

施
設
整
備
等

に
よ
る
収
支

収入 施設整備等収入計（4） 0

支出 施設整備等支出計（5） 0

施設整備等資金収支差額（6）=（4）－（5） 0

　
そ
の
他
の
活
動

に
よ
る
収
支

収
入

積立資産取崩収入 2,000,000

事業区分間繰入金収入 1,994,634

サービス区分間繰入金収入 591,372

その他の活動収入計（7） 4,586,006

支
出

事業区分間繰入金支出 1,994,634

サービス区分間繰入金支出 591,372

その他の活動支出計（8） 2,586,006

その他の活動資金収支差額（9）=（7）－（8） 2,000,000

予備費支出（10） 0

当期資金収支差額合計（11）=（3）+（6）+（9）－（10） 543,761

前期末支払資金残高（12） 3,991,479

当期末支払資金残高（11）＋（12） 4,535,240

令和元年度　資金収支予算書
（自）平成31年４月１日　（至）令和２年３月31日

勘　　定　　科　　目 予　　算　　額

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収

入

事業収入 22,634,000

分担金収入 3,032,000

その他の収入 140,000

受取利息配当金収入 51,000

事業活動収入計（1） 25,857,000

支

出

人件費支出 7,666,000

事業費支出 17,787,000

事務費支出 4,017,000

事業活動支出計（2） 29,470,000

事業活動資金収支差額（3）=（1）－（2） △ 3,613,000

施
設
整
備

等
に
よ
る

収
支
　
　

収入 施設整備等収入計（4） 0

支出 施設整備等支出計（5） 0

施設整備等資金収支差額（6）=（4）－（5） 0

そ
の
他
の
活
動
に

よ
る
収
支
　
　
　

収入
積立資産取崩収入 2,000,000

その他の活動収入計（7） 2,000,000

支出 その他の活動支出計（8） 0

その他の活動資金収支差額（9）=（7）－（8） 2,000,000

予備費支出（10） 140,000

当期資金収支差額合計（11）=（3）+（6）+（9）－（10） △ 1,753,000

前期末支払資金残高（12） 2,152,000

当期末支払資金残高（11）＋（12） 399,000

日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

あ
き
た
大
会

　
第
六
十
四
回
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

が
、
去
る
五
月
二
十
二
日
・
二
十
三
日
の
両

日
、
秋
田
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
長
野
県
か

ら
は
日
身
連
評
議
員
で
あ
る
小
林
壽
夫
副
理
事

長
、
小
林
事
務
局
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
午
前
に
評
議
員
会
が
開
か
れ
、
午

後
に
は
「
改
正
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
へ
の
期
待 

～
地
域
間
格
差
な
い
環
境
整
備
に
向
け
て
～
」

を
テ
ー
マ
に
、
政
策
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
安
心
生
活
政
策
課
課

長
で
あ
る
奈
良
裕
信
氏
が
「
我
が
国
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
政
策
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
基
調
講
演

を
行
い
ま
し
た
。
氏
は
、
特
に
「
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
２
０
２
０
行
動
計
画
」
を
踏
ま
え

て
作
成
さ
れ
た
、
「
交
通
・
観
光
分
野
の
接
遇

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
等
、
「
障
害

の
社
会
モ
デ
ル
」
の
理
解
啓
発
を
促
す
諸
施
策

に
つ
い
て
、
特
に
詳
し
い
ご
説
明
を
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
ご
自
身
の
海
外
勤
務
の
体
験
か

ら
、
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
に
お
け
る
、

ロ
ン
ド
ン
と
東
京
の
比
較
に
言
及
さ
れ
る
な

ど
、
氏
の
ご
発
言
は
ど
れ
も
大
変
興
味
深
い

内
容
で
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
は
、
地
域
間
格

差
な
い
環
境
整
備
に
向
け
て
の
、
具
体
的
な

取
組
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。
相
談
員
や
リ
ー
ダ
ー
が
地
域
の
問

題
点
を
し
っ
か
り
汲
み
取
っ
て
、
行
政
に
提

起
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
が
語
ら
れ
ま
し

た
。
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
一
人
、
阿
部
会
長

は
、
障
害
者
自
身
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
て
、
自
ら
の
障
害
を

理
解
し
、
社
会
的
障
壁
を
取
り
除
く
方
法

を
、
相
手
に
分
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
の
大

切
さ
を
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
県
立
武
道
館
に
て
盛
大
に
、
式

典
と
議
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。



こ　こ　ろ　の　友こ　こ　ろ　の　友　（5）　令和元年７月20日 第109号　
　
　
　
　

松
本
市
身
障
協
会　

女
性
部
長　

服
部
江
津
子　

三
月
に
入
っ
た
あ
る
日
、
松
本
市
・
身
体
障

害
者
福
祉
協
会
・
前
会
長
の
竹
内
さ
ん
か
ら
「
今

年
度
松
本
市
が
、
健
康
教
室
の
当
番
を
引
き
受
け

た
」「
頼
む
ワ
イ
」
と
突
然
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
何
年
か
「
健
康
教
室
」
を
開
催
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
困
惑
し
て
し
ま
い
、
直
ぐ
に

返
事
を
す
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
前
会
長

の
真
剣
な
説
得
に
「
協
会
の
皆
さ
ん
一
人
一
人

が
、
健
康
を
意
識
し
て
生
活
で
き
る
、
大
切
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
集
い
を
続
け
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」
と
思
い
直
し
、
松
本
市
が
三
十

年
度
の
当
番
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

十
月
六
日
（
土
）
晴
天
に
恵
ま
れ
た
中
、
安

曇
野
市
の
皆
さ
ん
に
も
ご
協
力
を
頂
き
、
総
勢

七
十
五
名
が
集
い
、
松
本
市
・
波
田
公
民
館
於

「
健
康
教
室
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

初
め
に
、
松
本
市
健
康
福
祉
部
健
康
づ
く
り

課
・
管
理
栄
養
士
の
上
條
先
生
に
「
健
康
寿
命
を

伸
ば
す
た
め
の
栄
養
と
食
生
活
に
つ
い
て
」
と
題

し
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
三
食
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を

摂
る
こ
と
が
大
切
。
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
で

は
、
朝
食
を
欠
食
す
る
人
が
特
に
男
性
で
は
三
十

代
、
女
性
で
は
二
十
代
が
多
い
と
の
結
果
が
出
て

い
る
。

す
こ
や
か
に
年
を
重
ね
る
た
め
に
は
、
し
っ

か
り
食
べ
て
○
○
○
ア
ッ
プ
～　

個
々
に
会
っ
た

自
分
な
り
の
○
○
○
が
大
事
に
な
る
。

例
え
ば
、
○
の
中
に
は
「
筋
肉
量
」
「
食
事

量
」
な
ど
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

先
生
の
講
演
を
聞
き
な
が
ら
「
自
分
に
は
何

が
必
要
か
」
○
○
○
を
考
え
ま
し
た
。

○
○
○
ア
ッ
プ
の
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
①
規
則
正
し
く
食
べ
て
欠
食
し
な
い
②
よ
く
か

ん
で
味
わ
っ
て
③
１
・
２
・
３
で
バ
ラ
ン
ス
ご
は

ん
（
１
日
の
内
２
食
以
上
は
３
皿
揃
え
る
）
④
量

の
目
安
は
？
あ
な
た
の
手
で
測
っ
て
み
よ
う
！
と

い
う
こ
と
で
、
思
い
思
い
手
を
広
げ
る
と
、
特
に

野
菜
は
「
両
手
１
杯
の
緑
黄
食
野
菜
と
」
「
両
手

２
杯
の
そ
の
他
の
野
菜
」
を
摂
る
こ
と
が
必
要
。

「
忙
し
い
時
や
、
ど
う
し
て
も
、
不
足
し
が
ち
な

時
は
、
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
で
補
っ
て
も
良
い
」
と
の

ア
ド
バ
イ
ス
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
魚
・

肉
・
た
ま
ご
・
豆
腐
・
な
ど
も
、
手
の
ひ
ら
に
乗

せ
る
イ
メ
ー
ジ
を
し
な
が
ら
、
一
日
の
摂
取
量
の

目
安
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
、
大
変
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
、
簡
単
に
作

れ
る
四
種
類
の
レ
シ
ピ
（
小
松
菜
と
、
き
の
こ
の

お
ひ
た
し
）
（
刻
み
昆
布
と
、
切
干
大
根
の
煮

物
）
（
ク
リ
ー
ム
コ
ー
ン
ス
ー
プ
）
に
そ
っ
て
、

先
生
か
ら
作
り
方
の
ポ
イ
ン
ト
と
説
明
が
あ
り
、

代
表
者
三
十
余
名
で
「
さ
ば
缶
と
大
豆
バ
ー
グ
」

を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
お
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
七
十
五
人
分
を
作
り
ま
し
た
。

お
料
理
に
参
加
さ
れ
な
い
方
の
た
め
に
「
お

話
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
」
「
折
り
紙
コ
ー
ナ
ー
」

「
吹
き
矢
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
ま
し
た
。
皆
さ
ん

一
緒
に
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
賑
や
か
に
楽
し
く
交
流

を
深
め
る
こ
と
も
で
き
、

お
料
理
参
加
希
望
者
が

多
か
っ
た
だ
け
に
、
別
の

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
こ
と

で
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い

た
だ
き
、
本
当
に
良
か
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。

お
昼
の
時
間
が
近
づ
く

頃
に
は
「
バ
ー
グ
」
も
出

来
上
が
り
、
上
條
先
生
か

ら
「
手
際
よ
く
上
手
に
作

り
素
晴
ら
し
い
出
来
栄
え

で
い
た
」
と
の
評
価
を
い

た
だ
き
、
皆
さ
ん
大
変
嬉

し
そ
う
で
し
た
。
で
き
た
て
を
全
員
で
、
美
味
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
の
部
で
は
、
四
面
卓
球
バ
レ
ー
を
し
ま

し
た
。
最
初
に
「
サ
ン
ス
ポ
ー
ト
ま
つ
も
と
」
の

柴
山
先
生
か
ら
「
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
障
害
に
関
係
な
く
、
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
」
と
の
説
明
を
し
て
い
た
だ

き
、
早
速
二
つ
の
コ
ー
ト
を
作
り
ま
し
た
。
初
め

て
経
験
す
る
方
も
多
く
、
ル
ー
ル
を
教
わ
り
な
が

ら
練
習
を
し
、
試
合
が
始
ま
る
と
、
白
熱
し
た
試

合
に
な
り
、
応
援
す
る
人
た
ち
も
歓
声
を
上
げ
て

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

次
回
の
「
健
康
教
室
」
開
催
当
番
は
、
安
曇

野
市
で
す
。
解
散
す
る
時
は
皆
で
握
手
を
交
わ
し

な
が
ら
「
来
年
又
元
気
で
会
い
ま
し
ょ
う
」
と
約

束
し
別
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
「
健
康
教
室
」
途
中
半
ば
で
お
亡

く
な
り
に
な
ら
れ
た
竹
内
前
会
長
も
楽
し
み
に
し

て
い
た
だ
け
に
、
竹
内
前
会
長
の
席
に
飾
ら
れ
た

お
花
が
「
健
康
教
室
」
の
大
成
功
を
見
守
っ
て
下

さ
っ
て
い
る
様
で
し
た
。
私
達
も
、
竹
内
前
会
長

の
ご
期
待
に
お
応
え
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は

な
い
か
と
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
、
感

謝
の
思
い
で
一
杯
で
す
。

諏
訪
市
身
障
協
会　

伊
藤　

八
郎　

定
期
総
会
後
に
開
催
す
る
家
族
慰
安
会
に
、
松

本
市
を
拠
点
と
す
る
障
が
い
者
の
「
楽
団
ケ
・
セ

ラ
」
を
お
呼
び
し
て
、
今
年
の
三
月
二
十
四
日
演

奏
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
全
員
が
ダ
ウ
ン
症
や
自

閉
症
な
ど
の
障
が
い
の
あ
る
方
々
で
音
楽
活
動
を

仕
事
に
し
て
い
る
、
国
内
に
二
団
体
あ
る
楽
団
の

一
つ
で
す
。

団
員
十
四
名
が
キ
ー
ボ
ー
ド
や
ギ
タ
ー
、
ド
ラ

ム
や
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
な
ど
の
多
様
な
楽
器
を
用
い

て
、
流
行
歌
、
演
歌
、
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
な
ど
な
じ

み
の
曲
で
生
演
奏
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
」
に
始
ま
り

「
３
６
５
歩
の
マ
ー
チ
」「
幸
せ
な
ら
手
を
た
た
こ

う
」
な
ど
が
奏
で
ら
れ
、
演
奏
を
聴
い
た
方
々
は

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
、
歌
っ
て
楽
し

み
ま
し
た
。

　
「
楽
団
ケ
・
セ
ラ
」と
の

　

感
動
交
流
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

　

平
成
三
十
年
度

　

健
康
教
室
を
開
催
し
て　
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最
後
は
ア
ン
コ
ー
ル
曲
、
坂
本
九
さ
ん
の
「
上

を
向
い
て
歩
こ
う
」
を
全
員
で
大
合
唱
し
、
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
交
流
コ
ン
サ
ー
ト
趣
旨
に
同
感

し
た
一
般
の
方
々
も
含
め
、
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
か

ら
は
―
感
動
し
た
！
元
気
を
も
ら
っ
た
！
―
な
ど

の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
楽
団
皆
さ
ん
を
拍
手
と

歓
声
で
送
り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ケ
・
セ
ラ
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に

は
、
交
流
コ
ン
サ
ー
ト
に
向
け
て
演
奏
曲
目
選
定

か
ら
協
会
予
算
の
面
ま
で
打
合
せ
頂
き
、
感
謝
し

て
い
ま
す
。

後
日
楽
団
員
の
皆
様
か
ら
、
協
会
の
演
奏
依

頼
へ
の
御
礼
や
楽
し
か
っ
た
感
想
な
ど
の
、
寄
せ

書
き
が
届
き
ま
し
た
。
生
き
生
き
と
し
た
楽
団
員

の
皆
さ
ん
の
顔
を
思
い
出
し
、
演
奏
活
動
の
広
が

り
や
支
援
の
理
解
促
進
が
、
益
々
図
ら
れ
ま
す
よ

う
お
手
伝
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

法
人
ケ
・
セ
ラ
の
活
動
の
輪
が
広
が
る
こ
と

を
祈
り
な
が
ら
、
各
協
会
の
発
展
と
会
員
・
家
族

の
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
、
交
流
コ
ン
サ
ー

ト
の
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

　

注
「
楽
団
ケ
・
セ
ラ
」
連
絡
先

　

〒
３
９
０
―
０
８
２
６

松
本
市
出
川
町
十
一
番
六
号

　

電
話
＆
フ
ァ
ッ
ク
ス

　

０
２
６
３
―
８
８
―
５
６
１
６

上
田
身
障
協
会　

高
木
津
留
子　

上
田
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
連
合
会
で
は

十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
「
ろ
く
も
ん
の
旅
」
を

三
月
二
十
六
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
し
な
の
鉄
道

の
観
光
列
車
「
ろ
く
も
ん
」
を
一
編
成
（
三
両
）

を
貸
し
切
り
、
上
田
駅
～
軽
井
沢
駅
間
を
約
六
時

間
か
け
て
往
復
す
る
特
別
臨
時
列
車
で
す
。
「
ろ

く
も
ん
」
は
真
田
家
ゆ
か
り
の
紋
章
の
「
六
文

銭
」
「
結
び
雁
金
」
な
ど
を
ち
り
ば
め
た
「
赤
備

え
」
イ
メ
ー
ジ
の
列
車
で
す
。
今
回
は
「
ろ
く
も

ん
」
の
乗
車
を
楽
し
む
、
特
製
お
弁
当
つ
き
ツ

ア
ー
で
す
。

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
て
青
空
が
広
が
り
ま

し
た
。
七
十
八
名
の
大
勢
の
参
加
者
が
、
上
田
駅

と
信
濃
国
分
寺
駅
と
の
二
ヶ
所
か
ら
乗
車
し
軽
井

沢
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
「
ろ
く
も
ん
」
の
車
内

は
木
目
調
の
落
ち
つ
い
た
雰
囲
気
で
座
席
も
ゆ
っ

た
り
と
し
て
い
て
、
車
い
す
専
用
席
も
あ
り
ま

す
。
〝
美
人
〟
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
さ
ん
の
一
車
両
に

一
名
の
付
添
い
が
あ
り
細
や
か
に
気
配
り
を
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。

広
々
と
し
た
車
窓
か
ら
の
景
色
を
眺
め
つ

つ
、
特
製
お
弁
当
に
舌
鼓
を
打
ち
、
和
や
か
に
会

話
を
弾
ま
せ
な
が
ら
列
車
は
進
ん
で
行
き
ま
す
。

途
中
停
車
の
田
中
駅
で
は
ホ
ー
ム
で
バ
ン
ド
演
奏

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
、
小
諸
駅
で
は
停
車
場

ガ
ー
デ
ン
散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。

軽
井
沢
駅
に
十
三
時
到
着
。
約
三
時
間
の
自

由
時
間
が
あ
り
、
ろ
く
も
ん
専
用
ラ
ウ
ン
ジ
で
く

つ
ろ
く
方
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
や
町
内
を
散
策
す
る

方
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
み
方
で
有
意
義
に
過

ご
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

軽
井
沢
駅
を
十
五
時
五
十
分
に
出
発
し
、
雪

の
残
る
浅
間
山
の
雄
大
な
姿
を
車
窓
に
眺
め
な
が

ら
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
沿
線
で
は
保
育
園
児
の

一
団
が
か
わ
い
い
手
を
振
っ
て
く
れ
る
場
面
も
あ

り
車
内
は
笑
顔
、
笑
顔
で
し
た
。
上
田
駅
へ
は

十
七
時
す
ぎ
に
戻
り
ま
し
た
。
全
員
が
転
ん
だ
り

す
る
事
も
な
く
元
気
で
と
て
も
良
い
小
旅
行
と
な

り
ま
し
た
。

「
ろ
く
も
ん
」
は
私
達
身
障
者
に
と
っ
て
、

安
心
し
て
利
用
で
き
る
や
さ
し
い
観
光
列
車
で
し

た
。

木
島
平
村
身
障
協
会　

小
林　

正
治　

皆
様
盆
栽
と
い
え
ば
、
何
を
想
像
し
ま
す
か

五
葉
松
、
黒
松
、
錦
松
、
赤
松
、
蝦
夷
松
、
唐

松
、
真
柏
な
ど
の
松
類
、
さ
つ
木
、
つ
つ
じ
な
ど

の
花
類
、
も
み
じ
、
ぶ
な
等
の
雑
木
類
な
ど
色
々

あ
り
ま
す
。

私
は
、
林
業
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
、

山
を
駆
け
回
り
比
較
的
容
易
に
、
赤
松
の
山
採
り

が
入
手
で
き
、
赤
松
を
主
に
大
小
合
わ
せ
て
60
鉢

ほ
ど
あ
り
ま
す
。

毎
日
盆
栽
を
眺
め
、
春
に
植
替
え
、
芽
摘
み
、

秋
は
針
金
掛
け
夕
方
は
水
く
れ
と
自
己
流
で
あ
り

ま
す
が
、
畑
作
業
の
合
間
を
見
て
楽
し
く
過
ご
し

自
然
と
向
き
合
う
こ
と
で
心
が
癒
さ
れ
ま
す
。

最
近
は
盆
栽
ブ
ー
ム
が
去
り
愛
好
家
が
近
所

に
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
が
現
状
で
大
変
残
念
で

す
が
、
何
か
趣
味
を
持
っ
て
、
熱
中
で
き
る
事

で
、
気
分
転
換
と
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。

木
島
平
村
身
障
協
会　

小
林　

正
治　

万
緑
を
　
一
人
じ
め
し
て
　
山
散
歩

雪
解
け
の
　
堰
の
流
れ
に
　
芹
を
摘
む

業　務　内　容
総合印刷

縫       製

あらゆる印刷物のプランニングから仕上げまでのシス
テムを自社内に整えています。
各種記念誌／自費出版／文集／カタログ／チラシ作成
オリジナルＴシャツ、法被の作成。各種防災用品の販売、
ピンバッジ等の各種オリジナル商品の企画・販売。

〒381-8580 長野市徳間1443　TEL 026-296-1411

社会福祉法人ながのコロニー
指定障害者就労継続
支援（Ａ型）事業所

http://nagano-colony.or.jp

お気軽にお問合せ下さい。皆さまからいただいたお仕事は、障がい者の雇用促進につながります。

長野福祉工場

　

「
ろ
く
も
ん
の
旅
」

　

私
の
趣
味

　

文 

芸 

欄
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平
成
31
年
4
月
21
日
に
公
布
・
施
行
さ
れ
た
「
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支
給
法
」
は
、

旧
優
生
保
護
法
の
下
、
多
く
の
方
々
が
心
身
に
多
大
な
苦
痛
を
受
け
て
き
た
こ
と
に
対
し

て
、
真
摯
な
反
省
と
心
か
ら
深
く
お
わ
び
す
る
旨
が
前
文
で
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
優
生

手
術
な
ど
を
受
け
た
方
に
一
時
金
を
支
給
い
た
し
ま
す
。

１
．
一
時
金
の
対
象
と
な
る
方
に
つ
い
て
（
①
か
②
に
該
当
し
、
生
存
し
て
い
る
方
）

①　

昭
和
23
年
９
月
11
日
～
平
成
８
年
９
月
25
日
ま
で
の
間
に
、
旧
優
生
保
護
法
に
基

づ
き
優
生
手
術
を
受
け
た
方

②　

①
の
ほ
か
、
同
じ
期
間
に
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
ま
た
は
放
射
線
の
照
射
を
受

け
た
方

２
．
一
時
金
の
請
求
手
続
き
に
つ
い
て

　

・
お
住
ま
い
の
都
道
府
県
の
窓
口
に
請
求
書
を
提
出

　

・
請
求
期
限
は
平
成
31
年
４
月
24
日
か
ら
５
年
以
内

３
．
一
時
金
の
金
額

　

・
一
律
３
２
０
万
円

４
．
お
問
合
せ
先

　
〈
長
野
県
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
受
付
・
相
談
窓
口
〉

　

電
話
番
号　

０
２
６
ー

２
３
５
ー

７
１
４
３
（
専
用
電
話
）

　

受
付
時
間　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

所
在
地　

〒
３
８
０
ー

８
５
７
０　

長
野
市
大
字
南
長
野
字
幅
下
６
９
２
ー
２

　
　
　
　
　
　
　

長
野
県
庁
保
健
・
疾
病
対
策
課

日時　令和元年８月 29 日（木）
　　　13：00 ～ 15：45（開場 12：00 ～）
会場　大町市文化会館　大ホール
内容　○講演　「父親として子どもと関わったこと」
　　　　　　　～オリンピックメダリストを育てた経験から～
　　　　　　　講師　奥原　圭永　氏
　　　○式典・宣言・決議

フード・ドライブにご協力をお願いします！
～家庭で利用されない食品を寄付してください。
支援を必要としている方のために役立てます～

【缶詰・カップめん・乾麺・レトルト食品・
　　 お菓子・米など】
　・賞味期限 1 か月以上あるもの
　・未開封のもの

　　＊＊昨年の実績＊＊
　　　　　・92 点　　・98.471kg

賛助会員加入のお願い

○長野県身体障害者福祉協会の活動に賛同し、ご協
力いただける個人及び団体を募集しております。

○賛助会員には、月刊「日身連」及び機関紙「ここ
ろの友」（年２回）の送付、また協会主催の行事へ
のご案内を送付いたします。

○会費は、●個人会員、年一口　2,000 円、
　　　　　●団体会員、年一口　10,000 円です。
○入会ご希望の方は、電話 026（228）0317 までご連

絡ください。

オートバックス　カー用品販売
身障協会員の特典割引をもう御利用ですか？
お買い物割引　５％　　車検割引　1,000円
売上金の一部は所属協会の収益財源にもなります
長野店　中野店　佐久店　塩尻店
川中島店　上田店　松本店　諏訪店
吉田店　しおだ野店　穂高店　諏訪インター
以上のお店が適用です／詳細は県事務局まで

身近なところから
出来ることから
活動してみませんか。

旧
優
生
保
護
法
に
よ
る

優
生
手
術
な
ど
を
受
け
た
方
へ

第70回長野県身体障害者福祉大会
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作
品
募
集

　
９
月
14
日
・
15
日
に
「
第
22
回
長
野
県
障

が
い
者
文
化
芸
術
祭
in
う
え
だ
」
が
、
上
田

市
丸
子
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の

た
め
の
作
品
募
集
を
次
の
と
お
り
行
っ
て
い

ま
す
の
で
奮
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

１
　
応
募
資
格
　�

県
内
に
住
所
を
有
す
る
障

が
い
の
あ
る
方

２
　
部
　
　
門
　
絵
画
　
手
芸
　
工
芸

　
　
　
　
　
　
　
書
道
　
写
真

３
　
応
募
点
数
　�

い
ず
れ
か
の
部
門
で
、

個
人
作
品
１
点
以
内
、

グ
ル
ー
プ
作
品
１
点
以

内

４
　
応
募
期
限
　
８
月
２
日
（
金
）

５
　
応
募
先
　�

市
町
村
障
が
い
福
祉
担
当

課

詳
し
い
こ
と
は
市
町
村
障
が
い
福
祉
担
当

課
又
は
保
健
福
祉
事
務
所
へ
照
会
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　
文
芸
部
門

１
　
応
募
資
格
　�

県
内
に
住
所
を
有
す
る
障

が
い
の
あ
る
方

２
　
部
　
　
門
　�

短
歌
　
俳
句
　
自
由
詩

　
　
　
　
　
　
　（
４
０
０
字
以
内
）

　
　
　
　
　
　
　
作
品
テ
ー
マ
は
自
由

３
　
応
募
点
数
　
１
人
３
点
以
内

　
　
　
　
　
　
　�

短
歌
、
俳
句
、
自
由
詩
の

中
か
ら
ど
の
組
み
合
わ
せ

で
も
可
。
た
だ
し
自
由
詩

は
１
人
１
点

４
　
応
募
方
法
　�

専
用
申
込
書
に
作
品
と
そ

の
他
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
郵
送
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

５
　�

応
募
期
間

　
　
６
月
14
日（
金
）〜
８
月
31
日
（
土
）

６
　�

送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　
長
野
県
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
長
野
県
障
が
い
者
文
化
芸
術
祭

実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
℡
０
２
６
―
２
９
５
―
３
１
１
１

　
　
　

Fax
０
２
６
―
２
９
５
―
３
５
１
１

　
　
　
〒
３
８
１ 

―
０
０
０
８

長
野
市
下
駒
沢
５
８
６

　
　
川  

柳  

展

１
　
応
募
資
格
　
県
内
に
住
所
を
有
す
る
方

２
　
応
募
規
定

　
　
課
題
（
テ
ー
マ
）

　
　
　
　
　「
花
の
あ
る
信
州
の
風
景
部
門
」

　
　
　
　
　「
自
由
部
門
（
自
由
吟
）」

　
　
自
作
・
未
発
表
作
品
と
し
、
各
部
門

　
　
一
人
１
句
ま
で

３
　
応
募
期
間
　
文
芸
部
門
と
同
じ

４
　
応
募
方
法
な
ど
　
作
品
は
、
郵
送
・

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
受
け
付
け
る
。

　
　�

一
人
１
通
、
官
製
は
が
き
は
１
枚
に
限

る
。（
各
部
門
１
句
以
内
）

５
　
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　
文
芸
部
門
と
同
じ

  

「
令
和
」
と
い
う
新
し
い
時
代
に

な
っ
て
初
め
て
の
協
会
誌
と
な
る
「
こ

こ
ろ
の
友
」
第
一
〇
九
号
を
お
届
け
し

ま
す
。

本
号
の
「
旧
優
生
保
護
法
」
下
で
の

優
生
手
術
の
記
事
で
す
が
、
障
害
者
の

尊
厳
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
す
。

最
近
で
は
福
祉
に
関
す
る
法
律
も
徐
々

に
整
備
さ
れ
、
障
害
者
の
人
権
が
守
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
は
い
ま
す
。
し
か

し
、
一
般
社
会
に
お
け
る
我
々
障
害
者

に
対
す
る
差
別
意
識
は
少
な
か
ら
ず

残
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
障
害
者
自
ら

が
鋭
い
人
権
感
覚
を
持
ち
、
一
人
ひ
と

り
の
尊
厳
が
大
切
に
さ
れ
る
世
の
中
に

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

そ
ん
な
中
で
、
来
年
開
催
さ
れ
る
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
徐
々
に
盛
り
上
が
っ

て
い
る
の
は
う
れ
し
い
限
り
で
す
。
障

害
が
あ
っ
て
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
自

己
実
現
し
て
い
る
ア
ス
リ
ー
ト
達
は
私

た
ち
に
勇
気
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。
ど
ん
な
大
会
に
な
る
の
か
来
年
が

楽
し
み
で
す
。

（
編
集
委
員
長
　
石
井
　
貞
一
）

第
22
回
長
野
県
障
が
い
者
文
化
芸
術
祭

「
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
」支
援
金

北
海
道
東
部
地
域
で
発
生
し
た
地
震
に
よ
り
、
多
く
の
方
々
が
被
災
し
ま
し
た
。

本
協
会
も
、
日
本
身
体
障
害
者
連
合
会
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、
被
災
さ
れ
た
障
害
の
あ
る
方
々

に
対
し
ま
し
て
積
極
的
な
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
多
数
の
方
か
ら
の
ご
支
援
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
３
月
末
現
在
で
、
20
協
会
３
５
０
，
７
９
８
円
を
日
本
身
体
障
害
者
団
体
連

合
会
を
通
じ
て
被
災
者
の
方
々
へ
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
事
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

引
き
続
き
、
ご
支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

収益事業に　ご理解とご協力を
日身連事業所は、各町内会・自治会のご協力を得て、
回覧カタログによる収益事業と、皆様の福祉会から
の「お茶」販売で県身障協と地元福祉会の財源確保の

お手伝いをさせて頂いております。
宜しくお願い致します。

　　　　日身連収益事業所
東京都渋谷区代々木５－57－６
　　　所　長　　佐　藤　　　宏
　　　フリーダイヤル　0120-450-450


